
 

 

令和７年度釧路市図書館施設指定管理者業務事業  

自己評価  

 

                    2026.5.27 

 

 

「令 和７ 年度 事業 報告 書 」 に基 づき 、事 業の 実施 状況 の  

自己 評価 につ いて お知 らせ しま す。  

 

 

【事 業実 績】  

・指 定管 理者 とし て、 図書 館の 設置 目的 や 第 ２期 釧路 市図 書館  

基本 計画 など 、 関 係す る各 種計 画に 基 づ き、 図書 館活 動の  

積極 的な 展開 を図 るた め、 適切 な運 営 に 努め て ま いり まし た。  

 

・図 書館 利用 者サ ービ スの 中核 であ る、 書籍 をは じめ とす る資 料  

の貸 出、 返却 、予 約業 務や レフ ァレ ンス 業務 につ きま して は、  

利用 者ニ －ズ を把 握し つつ 利用 者視 点に 立っ て、 正確 な情 報の  

提供 や適 切な 対応 に努 めて きた とこ ろで あり 、利 用者 の要 望  

には 対応 でき てい るも のと 判断 して いま すが 、引 き続 き更 なる  

利用 者の 満足 度の 向上 が図 れる よう 配意 して いき ます 。  

 

・図 書館 資料 の選 定や 資料 の配 備・ 除籍 ・所 蔵資 料の 保存 、蔵 書  

構築 につ いて は、 資料 収集 方針 や除 籍基 準な どに 基づ き適 切に  

対処 して きて おり ます 。  

 

・ま た、 図書 館ボ ラン テ ィ アの 方々 には 、 図 書館 運営 に際 し、  

子ど もへ の 読 み聞 かせ 活動 や本 の修 繕、 配架 補助 など 多く の  

サー ビス 提供 を い ただ いて おり 、た いへ んあ りが たく 感じ て  

おり ます 。ボ ラン ティ アさ んの 育成 、実 践研 修に つき まし て  

も適 宜実 施に 努め てい ると ころ であ りま す。  

 

 

 

 

 

 



 

 

・個 別事 業と して は、 各種 事業 を実 施し てま いり まし た。  

 

以下 にそ の概 要と 実施 状況 につ いて 記し ます 。  

 

①  「図 書館 振興 事業 」で は 、 図書 館の 一層 の 利 用促 進を 図る  

ため 、読 書週 間に 合わ せて 朗読 会や 映画 会、 各種 展示 など を行

う「 とし ょか んフ ェス タ ２ ０２ ５ 」 を開 催し たほ か 、「図 書館 ミ

ニツ アー 」や 、お 正月 のお 楽し み企 画「 福 BOOK」 等 を実 施し 、  

来館 者に 書籍 に親 しん で頂 きま した 。  

  

②  「文 学館 事業 」と して 、 ア ドバ イザ リー 委員 会を 開催 して 、実

施計 画を 協議 いた だい たう えで 、 釧 路ゆ かり の明 治時 代の 文化

人の 紹介 展示 、お 酒と 文学 にま つわ る企 画で は、 地元 酒蔵 「福

司」 など の展 示や 川柳 を通 じて 文学 に親 しん でい ただ き、 講演

会な どで は、 満 席 の参 加を 得る など 盛況 を博 しま した 。 ま た、

鳥居 省三 先生 の生 誕１ ００ 年記 念祭 や釧 路歌 人会 70 周年 企画 な

ど４ 回の 企画 展 や 関連 イベ ント を実 施し 、多 くの 文学 ファ ンに

興味 を持 って 参加 いた だく 事が 出来 まし た 。  

 

③  「子 ども の読 書活 動推 進事 業 」 とし ては 、お はな し会 を通 年  

実施 して いま す。 市内 のＡ ＬＴ （外 国語 指導 助手 ）に よる 英語  

版も ３回 実施 し、 こど もが 本に 興味 関心 をも って 貰え るよ うに  

企画 して いま す。 また 、小 学生 が図 書館 など 校外 で調 べて 成果  

を発 表す る調 べ学 習コ ンク ール を実 施し 、多 くの 参加 をい た  

だき まし た。  

 

④  「映 像資 料活 用推 進事 業」 では 、視 聴覚 資料 の特 集を 組む など

DVD や CD の視 聴 利用 に対 応し まし た。 また 、週 ２回 程度 、映 画

上映 会を 開催 し、 映画 ファ ンの 方に 楽し んで いた だき まし た。  

 

⑤  「連 携支 援事 業 」 とし ては 、小 学校 と連 携し 、ブ ック フェ スフ

ェス テイ バル を ６ 校で 、 教 科書 で使 用さ れて いる 図書 を中 心に

長期 で貸 し出 す 読 書活 動サ ポー トセ ット 活用 事業 を延 べ ６ ０校  

で実 施し まし た。 また 、学 校図 書館 協会 と 連 携し 、小 中学 生 対 象

の読 書コ ンク ール 開催 に協 力し てい ます 。  

 



 

 

⑥  その 他の 事業 とい たし まし て 、 中心 市街 地 の 活性 化に つな がる  

よう 、中 央図 書館 と商 店街 等と が連 携し て講 話な どを 行う  

「街 なか 店舗 コラ ボ企 画」 に加 え 、 釧路 税務 署長 を招 いて  

「特 別講 座」 を 実 施し たと ころ で あ りま す。 この よう な企 画に  

より 、日 頃な かな か図 書館 を訪 れる 機会 の少 ない 方に も関 心を  

持っ てい ただ き、 新た な利 用者 開拓 にも つな がっ てお りま す。  

図書 館に は様 々な 目的 をも って 来館 され ます が、 北大 通 の  

お店 の方 や、 官公 庁や 企業 の方 のお 話 を 聞け る場 とし て利 用者  

の広 がり を実 感し てお りま す。 今後 とも 図書 館を 使っ てい ただ  

く機 会を 工夫 しな がら 提供 し、 図書 館利 用促 進に 努め てま いり  

ます 。  

 

 

※令 和７ 年度 は、 市教 委が 受託 した 文部 科学 省の 「読 書の まち  

づく り推 進事 業」 につ いて 、 密 接に 連携 し、 数多 くの 事業 に  

関与 して まい りま した 。  

この 事業 は、 図書 館と 学校 図書 室、 書店 や関 係団 体 が  

参画 連携 して 読書 環境 の整 備や 、 読 書活 動推 進の ため の人 材  

育成 に資 する 事業 を実 施す るも ので す。  

主な 事業 とし ては 、 小 学生 のお すす め本 を紹 介す るカ ード  

の展 示や 、本 の紹 介コ ミュ ニケ ーシ ョン ゲー ムで ある ビブ リオ  

バト ル大 会 を 中学 生対 象に 実施 し、 本に 触れ る楽 しさ を感 じて い

ただ けた とと もに 、報 道も 通じ て、 広く 図書 館の 取り 組み を知 っ

てい ただ く機 会と もな りま した 。  

 ま た、 学校 図書 室巡 回指 導 と して 、当 図書 館の 司書 等を 中学 校

に派 遣し 、 図 書室 整備 の取 り組 みを 実施 した り、 関係 者に 向け た

研修 講演 会を 開催 する など 、特 にこ ども の読 書推 進に 向け た人 材

育成 に努 めま した 。  

さら に、 託児 付き で絵 本の 読み 聞か せ講 座や 読み あい ワー ク

ショ ッ プ 、地 元絵 本作 家の トー クイ ベン トも 開催 しま した 。  

また 、Ｓ ＮＳ で小 説紹 介動 画を 投稿 し、 人気 を博 して いる  

クリ エイ ター の講 演会 を実 施し たと ころ 、満 席の 参加 があ り、

新た な読 書フ ァン の開 拓に も一 定の 成果 が出 たの では ない かと

考え てお りま す。  

 

 

 



 

 

【主 な課 題と 対策 】  

 

・図 書館 施設 利用 者の 安全 確保 、公 平 で 効率 的効 果的 な運 営  

 が 求め られ る公 共施 設で あり 、市 教委 はじ め関 係機 関と の  

 密 接な 連携 を図 りつ つ、 適切 な広 報を 通じ て利 用促 進を 図  

るこ とに 努め てま いり まし た。  

 

・そ の一 方で 、利 用者 から 要望 のあ る主 な課 題と その 対策 に  

つい て、 以下 に記 しま す。  

 

①  個人 学習 室の 混雑 対応  

・高 校の テス ト期 間な ど に より 、 ７ 階個 人学 習室 の利 用が  

集中 する 際に は、 他の フロ アの 閲覧 席が 不足 する など し  

て利 用者 にご 迷惑 をお かけ する 時間 帯が あっ た ほ か、  

中学 生な どの 利用 が騒 がし いと の苦 情も いた だい た こ と  

など から 、各 フロ アの 閲覧 スペ ース やテ ィー ンズ ルー ム  

の適 正活 用や 閲覧 席の 配置 変更 など によ り対 応し てい る  

 

②  室内 温度 の調 整  

・個 人学 習室 やラ ウン ジへ の日 射 が 強い 期間 にお いて 、  

不快 感か ら 暑 さを 訴え る利 用者 が時 折 い ます 。  

巡回 頻度 を上 げて 空調 機器 調整 や窓 の開 放な ど を こま め  

にす るな ど し て 改 善に 努め てい る と ころ です 。  

 

③  企画 行事 など の周 知方 法の 工夫  

・図 書館 全体 の行 事以 外に も各 フロ アで の特 集 を 随時 、  

 実 施し てい るが 、情 報発 信の 機会 が限 られ てい るこ と  

から 限定 的な 周知 にと どま って いる 課題 があ りま す。  

対応 とし ては 、Ｓ ＮＳ 活用 によ る 周 知の 工夫 など に  

より 発信 頻度 を上 げる など 取り 組ん で ま いり ます 。  

 

④  駐車 場不 足問 題  

・夏 季休 業時 や企 画行 事実 施の 時な どに は、 駐車 スペ ース の  

容量 の関 係か ら 不 足と なる こと があ り課 題と なっ てい ます 。  

図書 館来 館以 外の 方の 利用 を控 えて いた だく よう 啓発 して  

いる ほか 、休 日の 行事 開催 時に は臨 時的 に許 可を 得て 職員  

を配 置し 、 市 役所 駐車 場の 利用 誘導 など 混雑 対応 に努 めて  



 

 

いま す 。  

 

⑤  利用 者か らの ハラ スメ ント への 対応  

  ・利 用者 から の理 不尽 な要 求や 威圧 的な 言動 が散 見さ れる  

こと から 、 他 の利 用者 や職 員か ら不 安の 声が あり ます 。  

問題 発生 時 に は、 管理 職員 対応 の頻 度を 増や し て いる ほか 、  

北海 道や 釧路 市の カス タマ ーハ ラス メン ト対 応 指 針な どを  

参考 にし て 、 職員 研修 や啓 発ポ スタ ーの 掲示 など 、 安 心感  

をも てる よう な 職 員の 就業 環境 の確 保 を 図り つつ 、  

館内 秩序 の維 持に 努め てい ます 。  

 

 

以上 の状 況か ら、 指定 管理 者と して 、市 教委 から 求め られ てい る  

水準 は、 概ね 達成 して いる もの と判 断し てお りま す。  

 

なお 、令 和 7 年 11 月実 施の 釧路 市 社会 教育 施設 等 運 営審 議会 に  

よる 「外 部評 価」 にお いて 指摘 いた だい た、 図書 館職 員の 待遇 改善

につ いて は、 利用 者サ ービ スの 向上 につ なげ てい くた めに も、 重要

な指 摘と 受け 止め 、 新 たな 指定 管理 の受 託期 間ス ター トに 伴い 、  

改め て、 待遇 全般 を見 直し 、改 善に 努め てま いり たい と考 えて おり

ます 。  
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◎収益事業等                                令和７年度 

（１） 釧路市指定管理事業（図書館運営事業） 

事業区分 事業名 実施 事業内容 

図書館振興事業 図書館ミニツアー  4/9・20 図書館の中を実際に見学してもらいなが

ら利用案内を行った。 

計 3 回 29 名参加 

としょかんフェスタ

2025 

11/1～11/3 読書週間に合わせてイベントを実施し、図

書館のアピールと図書館利用の促進を図

った。 

計 17 事業 588 名参加 

お正月オープニング

イベント 

1/4～ お正月明けの開館初日に「福 BOOK」を

つくり希望者に貸出を行い、図書資料貸出

の促進を図った。 

文学館事業 企画展示事業 通年 「酒と文学に乾杯！」や、「鳥居省三生誕

100 年記念展」等 

計 4 事業 8,025 名参加  

講演・講座等イベント 通年 講演会等 計 15 事業 460 名参加 

マンスリー朗読会 通年 市内の朗読団体等が参加し、計 12 回開催 

280 名参加 

アドバイザリー委員

会 

5/30 

11/12 

文学館の運営諮問機関であるアドバイザ

リー委員会に文学館の事業報告および次

年度の事業計画の提案を行った。 

子どもの読書活

動推進事業 

おはなし会（定期・特

別） 

通年  毎週木・金・土、夏・冬休み等にボランテ

ィアの協力により、計 148 回開催 1,453

名参加 

夏休み自由研究事業 7/26～8/1 なつやすみ図書館きょうしつ 

計 4 回 21 名参加 

調べ学習コンクール 表彰式 

11/9 

 

作品展示 

11/9～12/11 

小学生が、校外において自らの体験を通じ

て調べ、考えて成果をまとめ発表する場と

して実施された。 

その後、7 階展示室と各コアロビーに入賞

作品を展示した。 

応募総数 12 校 63 名 

映像資料活用 

推進事業 

映画上映会 随時 毎週金・土及び祝日に開催 

一般・児童への映画上映 

計 66 作品、95 回上映 2,350 名参加 
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連携支援事業 ブックフェスティバ

ル 

通年 小学生のうちから読書に親しんでもらう

ため、学校に図書館の本を持ち込み、自由

に手に取って 1 人 3 冊まで借りてもらう。

会場では、朗読ボランティアサークル

VEGA による朗読等を実施 

小学校 4 校・中学校 1 校・義務教育学校 1

校 計 12,213 冊 1,391 名参加 

「読書活動サポート

セット」活用事業 

通年 現在使用している「国語」の教科書で紹介

されている図書を中心に整備し、長期間学

年ごとに貸し出し、授業に活用してもら

う。 

計：小学校 延べ 27 校 598 学級 

18,900 冊 10,093 名 

第 48 回釧路市児童生

徒読書コンクール（協

賛）  

2/14～26 主催：釧路市学校図書館協会 

表彰式・作品展示 

応募数：小学校 31 点、中学校 348 点、高

等学校 0 点、帯部門 74 点、POP 部門 107

点 合 計 560 点 

各団体との連携協力事業 通年 絵画展等 計 110 事業 

特設コーナーの設置

（継続事業） 

 ビジネス支援「おすすめ本」コーナー等 3

コーナーを設置 

インターンシップ等受入 通年 小・中学生、高校生に対し、図書館の仕事

を理解してもらうためのインターンシッ

プ事業、及び釧路短期大学の司書コース実

習の受入を行った。 

小学校     2 校   8 名 

中学校     4 校   8 名 

高・支援学校  4 校   6 名 

短期大学    1 校   4 名 

計       11 校  26 名 

読書のまちづくり推

進事業 

第 2 回中学生ビブリ

オバトル大会 

11/15・22 中学生の読書に関する意識の向上を図る

目的として開催した。 

主催：読書のまちづくり推進協議会 

計 2 回  

バトラー15 名・観覧者 121 名参加 

ボランティア 

活用事業 

ボランティア育成と

交流事業 

通年 読み聞かせ、フロアワーク、ブックコート、

修理、朗読等 

計 90 名登録 

利用促進事業 団体利用促進  図書

館見学・視察対応 

通年 計 41 件 1,054 名 
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広報活動 通年 広報くしろ・図書館だより・新聞・ＦＭ・

ホームページ・フェイスブック・インスタ

グラム・Ｘを利用した事業の周知 

図書郵送貸出サービ

ス 

通年 希望の図書等を自宅へ着払いで郵送する

サービス 計 7 件 

その他企画・展示

等事業 

講演・おやこで楽しむ

映画デビュー・展示等 

通年 中心市街地の活性化につながるよう、街な

か店舗コラボ企画や、各界のトップを招い

て行った特別講座、今年度から新しく開始

した、おやこで楽しむ映画デビュー、釧路

市動物園 50 周年関連展示、釧路空襲 80年

展示等を実施 

計 40 事業 704 名参加 

 



令和６年度釧路市図書館施設指定管理者業務の外部評価結果 

 

 令和６年度の釧路市図書館施設指定管理者業務について、事業計画書、事業報告書等の資料を参考に

しながら外部評価を実施しましたので、結果を報告します。 

 

１．評価実施日 令和７年１１月１４日（金）  

２．評価機関  釧路市社会教育施設等運営審議会 

３．評価項目と評価基準  

（１）評価項目 

評価項目 評  価  内  容 

管理体制等に関する評価 ①仕様書に基づき適正に維持管理業務が実施されているか。 

②仕様書・事業計画書どおり人員が配置されているか。 

③事業計画に即した職員研修が実施されているか。 

運営等に関する評価 ①仕様書・事業計画書どおり施設の設置目的に合致した事業が実施

されているか。 

②サービス向上や利用者増に向けた取組が行われているか。 

③苦情等に対し、適切・迅速に対応しているか。 

④緊急時の連絡体制が整備され、訓練等は実施されているか。 

⑤前年同期と比較した利用者数等の状況。 

⑥個人情報は適正に管理されているか。 

⑦ホームページの作成や広報紙等を活用した情報提供は積極的に行

われているか。 

  

（２）評価基準 

満 足 度 評価 評価内容 

９０％以上 ５ 非常に優れている。 

８０％以上９０％未満 ４ 優れている。 

５０％以上８０％未満 ３ 適正である。 

３０％以上５０％未満 ２ 努力が必要である。 

３０％未満 １ かなり努力が必要である。 

 

４．評価結果  

  

 

 

 

 

 

施設名 指定管理者名 所管課 総合評価 

釧路市中央図書館 

釧路市西部地区図書館 

釧路市東部地区図書館 

釧路市中部地区図書館 

釧路文学館 

一般財団法人くしろ 

知域文化財団 

教育委員会生涯学習部 

生涯学習課 
４ 優れている 



５．評価コメント   

 スタッフの待遇改善の努力をしてください。よろしくお願いいたします。スタッフはとても頑張って

います。 

 

 

 

 

【問合せ先】  

釧路市教育委員会生涯学習部生涯学習課 

   〒085-0016 釧路市錦町２丁目４番地 釧路フィッシャーマンズワーフＭＯＯ４階 

   電話 0154-31-4579 ファックス 0154-22-9096 

   メールアドレス sh-shougaigakushuu@city.kushiro.lg.jp 

mailto:sh-shougaigakushuu@city.kushiro.lg.jp

